
≪新専修の設置について≫ 

 
明治大学文学研究科臨床人間学専攻は、2023 年度よりこれまでの臨床心理学専修・臨床社

会学専修（臨床社会学コース・臨床教育学コース）の 2 専修から、臨床心理学専修・現代社

会学専修・教育学専修の 3 専修となります。 

 

入学者受入方針 

【博士前期課程・修士課程】  

文学研究科博士前期課程及び修士課程は、多角的な人文科学の基礎科学を修得しつつ、現代

社会における人間存在の普遍的な課題の解明に寄与することができる人材を育成すること

を目指している。このため、本研究科では主に次のような資質や意欲を持つ学生を積極的に

受け入れます。 

（１）当該専攻・専修で必要とされる思考力、知識、語学力を学士課程ですでに養っている

ことに加えて、世界・社会のヴィヴィッドな動向への幅広い視野と関心、及び身近な日

常的事象に対する鋭敏な感性と問題発見能力、常識に囚われない「自明性」を懐疑し得

る自由な着眼力、大胆な仮説に基づき、これらを緻密かつ誠実に分析・考察し得る論証

能力、さらには専門分野だけに偏らない深い教養、また、以上のことを的確に表現し得

る高度に洗練された言語能力等を兼ね備えた者。 

（２）将来、専攻領域及び関連分野の高度な専門的知識と確かな技能を持って、地域社会及

び国際社会の一員として活動する意志と覚悟を有する者。 

以上の求める学生像に基づき、学内選考入学試験、一般入学試験、外国人留学生入学試

験、社会人特別入学試験、飛び入学試験を実施し、入学者選抜を行なう。 

なお、修得しておくべき知識等の内容・水準を以下の通り示す。 

ア 学士課程において修得すべき思考力、知識、語学力を充分に備えていること。 

イ 自分を世界・社会のなかに位置づけ、幅広い教養を得ながら、自分自身で追究し、

またその成果を文章に表すことができること。 

 

【博士後期課程】 

 文学研究科博士後期課程は、現代社会における人間存在の普遍的な課題の解明に寄与し

つつ、豊かな感性と鋭い理性を備え、高邁な精神文化的教養と精緻な科学的認識を会得した

優れた人材を育成することを目指しています。このため、本研究科では主に次のような資質

や意欲を持つ学生を積極的に受け入れます。 

 （１）当該専攻・専修博士前期課程修了のために必要とされる知識と思考力と語学力を備 



え、指導教員が必要水準以上と判断した修士号請求論文を提出し、論文審査に合格し

た者、あるいはそれと同等の能力を所有する者。 

 （２）博士学位請求論文提出の意欲を持ち、そのために必要な高度な学習や実習に加えて、

海外への長期留学、各種学会での発表、 紀要論文等の執筆を着実に遂行することが

でき、かつ、世界的水準での自立した研究者、教育者として、日本及び海外諸国で貢   

献できるまでの困難な道程を歩む気概と具体的戦略図を持った者。 

    以上の求める学生像に基づき、一般入学試験、外国人留学生入学試験を実施し、入学

者選抜を行ないます。 

    なお、修得しておくべき知識等の内容・水準を以下の通り示します。 

      ア 博士前期課程修了のために、必要とされる知識、思考力、及び言語能力（語学

力を含む）を備え、修士号論文審査の合格を有し 

ていること。 

      イ 博士学位論文提出に向け、さらなる研究への探求とそれを進めるための技術

的なスキル、目的遂行能力を備えていること。 

 

教育課程編成・実施方針 

【博士前期課程・修士課程】  

現代社会における人間存在の普遍的な課題の解明に寄与しつつ、豊かな感性と鋭い理性を

備え、高邁な精神文化的教養と精緻な科学的認識を会得した優れた人材を輩出することが、

文学研究科博士前期課程及び修士課程の教育理念並びに目標です。そのために、現代社会に

おける人間存在の普遍的な課題の解明に寄与する能力を会得するために、以下のような方

針に基づきカリキュラムを編成しています。 

（１）各専攻・専修での学部課程での学習、実習成果をさらに発展させつつ、より深い学識 

を身につけさせることで、先端的な専門知識への道を開き示すと共に、苦手な分野では

基礎的な学習と作業へ立ちかえらせます。 

（２）「総合文学研究」「総合史学研究」「特別講義」のような科目、並びに学術講演会など

を通じて専門外の多様な知識にも広く触れてもらいます。そのために客員教員、特任

教員等の制度も活用します。 

（３）研究指導においても、修士学位論文の執筆についてはきめ細かな指導を行うのみなら 

ず、中間発表などで口頭発表、論文作成の基礎習得を重視した指導体制を構築していま 

す。 

（４）成果還元としては、大学間での研究発表会レベルでの発表を想定し、これを推進して 

います。 

（５）分野別には、以下の力点を設定しています。 

 



学位（人間学） 

現代社会学：人間や社会の抱える諸課題の実践的課題解決に向けた専門的な構想力

を身に着けるため、社会の現場での実習を重視したカリキュラムを編成

しています。講義・演習・実習のバランスの基本的な目安としては、講義

が３分の１を超えないこととします。 

教育学：学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）に示した力を獲得し、専門性を生か

した進路に進めるよう、講義・演習・実習を適切に組み合わせ、分野横断的に

問題の本質を理解できる能力を育むカリキュラムを構成します。 

 

【博士後期課程】 

文学研究科博士後期課程の教育理念・目標である、専門的に研究に携わる研究者として豊か

な感性と鋭い理性を備え、高邁な精神文化的教養と精緻な科学的認識を会得することを実

現するために、以下に示す方針に基づきカリキュラムを編成しています。 

（１）各専門分野において、自己の研究を客観的に位置づけ、その意義、成果と問題点を世 

界的水準で認識し、それについて内外の研究者たちと闊達に議論でき、また、国際シン 

ポジウムなど、研究の国際的協力体制を築くことができる能力を、専攻横断的で、かつ、 

受講者参加型の科目を交えて養成します。 

（２）学内・学外のＧＰ、大型共同研究にも積極的に参加して経験を積み、高度な学問的研

鑽の社会的責務を宿した知的倫理性を養成します。 

（３） 研究指導においても、指導教員を中心としながら、当該分野での最も困難な問題、

それを解明するための最も高度な知識、最も先端的な方法を提示し、各専攻・専修に

おいて、博士学位請求論文完成までの明確なガイドラインにのっとった指導体制を

構築しています。 

（４）文学部の助手制度を活用し、その期間の留学を可能にしています。また、国内外調査

などへの助成を様々な形で行っています。 

（５）分野別には、以下の力点を設定しています。 

学位（人間学） 

現代社会学：ア 現代社会の社会現象や社会問題について、国際的な最高水準の研究

を含めた幅広い知識と専門的な分析力を身に着けるべく、国内、国際

学会での研究交流と研鑽を目指すカリキュラムを編成しています。 

         イ 研究対象として選んだ社会現場において、もっとも徹底した、もっ

とも先端的な水準の研究を行えるカリキュラムです。 

   教育学：学位授与方針（ディプロマポリシー）に示した力を獲得し、専門性を生かし

た進路に進めるよう、演習を中心として指導を行い、学会発表・論文投稿など

研究成果公開を推進するカリキュラムを編成しています。 

 



学位授与方針 

【博士前期課程・修士課程】  

文学研究科博士前期課程及び修士課程は、多角的な人文学の基礎を修得しつつ、現代社会に 

おける人間存在の普遍的な課題の解明に寄与することが出来る人材を輩出することを目指 

しています。この人材養成目的を踏まえ、本研究科の定める修了要件を満たし、かつ、学業 

成績ならびに学位論文に基づき、以下に示す能力を備えたと認められる者に対し修士（文学、 

史学、地理学または人間学）の学位を授与します。 

（１）主体的に学び研究する能力。 

（２） 幅広い学識、並びに語学力等を生かせる言語コミュニュケーション能力と研究能力。 

（３）問題を発見してそれを粘り強く解こうとする目的遂行力、自らの考えを他者に的確 

に伝え得る文章表現能力、及びそれを評価できる能力。 

（４）学士課程よりも高度な課程で学習する自分を世界、社会のなかに位置づけ、自分に 

何が成し得るかを客観的かつ謙虚に振り返り、自己を対象化できる能力。 

（５）論理的な思考力と問題を自ら発見し解決する能力。 

（６）学問成果に基づいて、社会に貢献する実践力。 

（７）分野別には、以下に掲げる能力を求めます。 

学位（人間学） 

現代社会学：現代社会の社会現象や社会問題について、幅広い知識と専門的な分析力

をもって理解し、人間や社会が抱える諸問題の実践的課題解決に向けた

専門的な構想を可能にする能力。 

教育学：教育学・社会教育学・博物館学・図書館情報学のいずれかの分野における幅

広い知識と専門的学力を持ち、人間形成における理念、社会的機能と課題につ

いて理解し、実践的課題解決とも結びつける能力。 

 

【博士後期課程】  

文学研究科博士後期課程は、現代社会における人間存在の普遍的な課題の解明に寄与しつ 

つ、豊かな感性と鋭い理性を備え、高邁な精神文化的教養と精緻な科学的認識を会得した優 

れた人材を輩出することを目指しています。この人材養成目的を踏まえ、本研究科の定める 

修了要件を満たし、かつ、学業成績ならびに学位論文に基づき、以下に示す資質や能力を備 

えたと認められる者に対し博士（文学、史学、地理学または人間学）の学位を授与します。 

（１）深い学識、語学力、思考力を備えて当該分野における国際的水準の研究を自立して 

遂行できる能力 

（２）研究や他の人々と向き合ってみずからの研究成果を伝えうる発信能力。 

（３）研究者として学問成果を広く社会に問い還元し、後進の教育ができる能力。 

（４）分野別には、以下に掲げる能力を求めます。 



学位（人間学） 

現代社会学：ア 現代社会の社会現象や社会問題について、国際的な最高水準の研究 

を含めた幅広い知識と専門的な分析力をもって理解する能力。 

         イ 人間や社会が抱える諸問題の実践的課題解決に向けた専門的な構

想を可能にする能力。 

       ウ 自立した研究者として成果を広く社会に問い、還元・教育ができる能力。 

教育学： 教育学・社会教育学・博物館学・図書館情報学のいずれかの分野における

幅広い知識と高い専門的学力を持ち、人間形成における理念、社会的機能と

課題について理解し、研究的・実践的な課題を提起する能力。 


